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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和1年6月27日(2019.6.27)

【公開番号】特開2017-223605(P2017-223605A)
【公開日】平成29年12月21日(2017.12.21)
【年通号数】公開・登録公報2017-049
【出願番号】特願2016-120544(P2016-120544)
【国際特許分類】
   Ｇ０４Ｇ  21/00     (2010.01)
   Ｇ０４Ｃ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０４Ｒ  20/02     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０４Ｇ   21/00     ３０１Ｚ
   Ｇ０４Ｃ    3/00     　　　Ｂ
   Ｇ０４Ｒ   20/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月22日(2019.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　図２は、本実施形態の電子時計１の機能構成を示すブロック図である。
　電子時計１は、ＣＰＵ４１（制御部）と、ＲＯＭ４２（標識情報記憶部）と、ＲＡＭ４
３と、発振回路４４と、分周回路４５と、計時回路４６（計時部）と、操作受付部４７と
、通信部４８と、衛星電波受信処理部４９（位置取得部、測位動作部）及びアンテナＡＮ
と、駆動回路５０と、電力供給部７０と、輪列機構６１～６４と、ステッピングモータ５
１～５４と、上述の指針１１～１５などを備える。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
 　ステッピングモータ５４は、輪列機構６４を介してモード指針１４と日車１５とを連
動して回転動作させる。ステッピングモータ５４が一回駆動されると、モード指針１４が
１ステップ６度回転される。日車１５は、例えば、１８０ステップの回転動作により３６
０／３１度の回転が生じて、開口部３ａから露出される日付標識が１日分変化する。そし
て、日車１５が３１日分回転動作すると、再び最初の日付を示す日付標識が開口部３ａか
ら露出される。モード指針１４と日車１５の１ステップあたりの回転角度比は非常に大き
いので、モード指針１４が多少回転動作しても日車１５は大きく回転しない。日車１５に
より表示させる日付を変化させる場合には、モード指針１４が複数回周回動作されれば良
い。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４３】
　駆動回路５０は、ＣＰＵ４１からの制御信号に従ってステッピングモータ５１～５４に
所定電圧の駆動パルスを出力してステッピングモータ５１～５４を所定角度（例えば、１
８０度）ステップで回転動作させる。駆動回路５０は、電子時計１の状態などに応じて駆
動パルスの長さ（パルス幅）を変更させることが出来る。また、複数の指針を同時に駆動
させる制御信号が入力された場合に、負荷を低減させるために僅かに駆動パルスの出力タ
イミングをずらしたりすることが出来る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　地方時手動設定処理が開始されると、ＣＰＵ４１は、りゅうずＣ１が一段階の引き出し
状態であるか否かを判別する（ステップＳ５０１）。一段階の引き出し状態であると判別
された場合には（ステップＳ５０１で“ＹＥＳ”）、ＣＰＵ４１は、世界時計に係る時計
設定情報を読み出して取得し、駆動回路５０に制御信号を出力して、世界時計に係る地方
時設定情報に応じた現在の時刻（地方時）を時分針１２、１３により指示させる。また、
ＣＰＵ４１は、世界時計位置のタイムゾーンに応じた都市地域の地方時標識（対応する地
方時標識が無い場合には例外標識）を秒針１１に指示させる（ステップＳ５０２）。この
とき、ＣＰＵ４１は、併せて日車１５を回転動作させて正しい日付を表示させることが出
来る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　りゅうずＣ１が一段階の引き出し状態ではない、即ち、二段階の引き出し状態であると
判別された場合には（ステップＳ５０１で“ＮＯ”）、ＣＰＵ４１は、基本時計に係る時
計設定情報を読み出し、駆動回路５０に制御信号を出力して、基本時計に係る地方時設定
情報に応じた現在の地方時を時分針１２、１３により指示させる。また、ＣＰＵ４１は、
ホーム位置のタイムゾーンに応じた都市地域の地方時標識（対応する地方時標識が無い場
合には例外標識）を秒針１１に指示させる（ステップＳ５０４）。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　この状況で、ユーザがインドネシアのジャヤプラなどＵＴＣ＋９時間の時刻表示に設定
したい場合、時差手動設定処理に基づき、図９（ｂ）に示すように、ユーザが表示時刻を
ＵＴＣ＋９時間である１９時１０分に対応した７時１０分とすることが出来る。このとき
、モード指針１４の指示位置は、標識「Ｎ」であり、秒針１１により指示される地方時標
識は、例外標識となる。
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